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　弊社は、木製家具製造に携わる社員が森や木に対する慈しみを育み、森
の成り立ちについて学ぶことを目的として、平成 25 年度から白鷹町ふる
さと森林公園内のブナ林の除間伐や下刈りなどの森づくり活動に取り組ん
でいます。活動を始めて今年で 10 年目となりますが、これからまだ 100
年育てることを考えれば、壮大かつ地道な活動が必要と考えます。

○ 森づくり活動を通じて、地域の環境保全と森林に守られている動植物な
どの自然生態系の保全に取り組みます。
○ 地域の皆さまと役職員及びその家族により自然体験学習やボランティア
活動、環境問題の理解を深める場として活用し、地域の発展に貢献します。

令和元年 11 月９日（土）　下刈り
　当ＪＡ役職員 30 名・小白川山林組合の組合員 12 名と、本活動趣旨に賛
同いただいたＪＡ全農山形職員 2名、農林中央金庫職員 2名の総勢 46 名
で、対象地の笹竹や雑木の下刈り等を実施いたしました。契約締結後 6回
目の作業となり、心配された熊にも遭遇する事なく、無事終了いたしまし
た。作業終了後、河川公園にて恒例の昼食会を行い、豚汁で身体を温めま
した。また、大量のなめこを収穫することができました。

　平成 15 年に ｢企業の森｣ として活動を開始して以来、今年で 19 年目に
なります。春と秋、年２回の活動を通して森林保護・育成に取り組んでき
ました。
　今後は特に「植樹」、「広葉樹の採取・育成」にも力を注ぎ、豊かな森林
を健全な姿で未来へ引き継いでいくため、天童市内の４企業が力を合わせ
て実りある活動を目指して取り組んでいきます。

　森づくりを通して地域の発展と環境保全に取組む。
　みはらしの丘周辺の土地を整備し、CO₂ を吸収する森林を育むことで
地球温暖化防止に貢献する。

　新型コロナウイルス感染症が流行している状況の中、感染防止に最大限
留意しながら森づくり活動に取り組みました。
　令和 3年は 2年ぶりに社員で苗木の補植を実施しました。
　森が永く豊かに育つよう、下刈りや木々の手入れを行い、管理を続けて
いきます。

白鷹町大字十王地内（白鷹町ふるさと森林公園）　面積：4.1ha

山形市小白川町地内　面積：15.2ha

天童市大字貫津地内　面積：13.9ha

山形市大字松原地内（蔵王みはらしの丘）　面積：1.42ha

㈱朝日相扶製作所、白鷹町、山形県

協定者 山形市農業協同組合、山形市小白川財産区
小白川山林組合、山形県

㈱滝の湯ホテル、㈱新東京ジオ・システム、㈱天童木工、
㈱デンソーＦＡ山形、（公財）やまがた森林と緑の推進機構、山形県

岡崎医療㈱、松原共有財産維持管理組合、山形県

第１期：平成25年２月14日～平成28年３月31日
第２期：平成28年４月１日～令和３年３月31日
第３期：令和３年４月１日～令和８年３月31日

第１期：平成26年８月22日～平成31年３月31日
第２期：平成31年４月１日～令和６年３月31日

第１期：平成24年２月８日～平成29年３月31日
第２期：平成29年４月１日～令和４年３月31日
第３期：令和４年４月１日～令和９年３月31日

第１期：平成26年３月27日～令和３年３月31日 
第２期：令和３年４月１日～令和８年３月31日

朝日相扶 絆の森 白鷹

ＪＡ山形市“のんきな殿さま”絆の森
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春　下草刈り

春　ほだ木まわり整備

秋　枝打ち

秋　看板設置

令和３年６月 23 日（水）
～ 春の活動 ～
　スギ林の下草刈りや、 
ほだ木まわりの整備を
行いました。

令和３年10月28日（木）
～ 秋の活動 ～
　スギ林の下草刈り、
ほだ木まわりの整備、
枝打ちを行ったほか、
展望台の隣に活動の一
環として参加企業の苗
木を植樹しており、そ
ちらに掲示する各企業
の看板の設置作業も行
いました。この看板も
同森林域で間伐したス
ギ材を使って天童木工
にて製作しました。

◆令和３年５月29日
　【参加者】（29 名）

◆令和３年11月３日
　【参加者】（26 名）

集合写真

下刈り作業

箸づくり

木工クラフト 専門の方の指導

令和3年春　桜とヤマボウシの花が咲きました。

2年ぶりに社員で植樹を行いました。 集合写真 下刈りの様子

令和3年10月28日（木） 秋の活動より 
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